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◎
檜
山
北
部
三
町
合
併
問
題
協
議
会
調
整

内
容
説
明

※

　
檜
山
北
部
三
町
合
併
問
題
協
議
会
︵
任

意
協
議
会
︶
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
調
整

内
容
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
任
意
協
議
会
の
調
整
内
容
は
、
約

一
年
間
に
わ
た
り
慎
重
に
協
議
し
た
結
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
法
定
協

議
会
の
原
案
と
し
て
、
協
議
を
行
な
う
形

で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
任
意
協
議
会
の
調
整
内
容
は
、
合

併
協
議
の
指
標
と
し
て
非
常
に
参
考
に
な

意
見
│

意
見
│ 説

明
事
項

説
明
事
項

会
長
│

回
答
│

　第２回檜山北部３町合併協議会が、平成16年４月23日（金）

に瀬棚町町民センターで開かれました。

　以前に設置されていた、檜山北部３町合併問題協議会（任意

協議会）の調整内容が説明された後、「合併の方式」「合併の期

日」「新町の名称」についての協議を行ないました。

　今回の協議事項は合併協議の中でも基本となる項目であり、

熱心な議論が行なわれました。

質
問
│

る
も
の
で
す
し
、
話
の
柱
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
参
考
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
合
併
の
議
論
を
す
る
に
当
た
っ
て
、

先
が
見
え
な
け
れ
ば
不
十
分
な
も
の
に

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
任
意
協
議
会

※

の
段
階
で
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
も
出
て
お
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
、
こ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
に
つ
い
て
、
こ
の
場
で
き
ち
ん
と
報
告

す
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
　
第
一
回
協
議
会
で
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ン
︵
案
︶
を
皆
さ
ん
に
お
示
し
し
ま
し
た

が
、
あ
れ
が
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
も
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
今
後
作
成
さ
れ
る
新

町
の
建
設
計
画
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
そ

檜山北部３町合併問題協議会（任意協議会）

　平成15年２月25日に設置。当初は今

金町・北檜山町・瀬棚町・大成町の４町で

協議を行なっていたが、平成16年１月22

日に今金町が離脱し、３町となる。主な

役割は、法定協議会への円滑な移行を行

なうための調査や資料づくりで、11回の

協議会を開催。平成16年３月に解散。

ダイジェスト版

　「任意協議会」で協議した内容をまと

め、住民への配布を目的として、分かり

やすく要約したもの。

▼

作
成
さ
れ
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
。
平
成
十
六

年
四
月
に
三
町
の
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
。
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か
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
先
ほ
ど
任
意
協
議
会
で
の
調
整
を

原
案
に
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
任
意
協
議
会
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が

あ
っ
た
の
か
報
告
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
任
意
協
議
会
で
は
、
当
初
﹁
新
設

合
併
﹂﹁
編
入
合
併
﹂
の
二
本
立
て
で
走
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
協
議
を
進
め
る

中
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
こ
と
も
考
え
、中

心
部
だ
け
が
よ
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
、

五
十
年
前
の
合
併
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め

に
も
﹁
新
設
合
併
﹂
と
い
う
結
論
に
達
し

ま
し
た
。

　
　
　
﹁
新
設
合
併
﹂
と
﹁
編
入
合
併
﹂
で

は
差
が
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。
﹁
編
入
合

併
﹂
と
な
っ
た
場
合
、
編
入
さ
れ
る
立
場

の
町
は
非
常
に
不
利
益
を
こ
う
む
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
﹁
新
設
合

併
﹂
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
た

中
で
、﹁
新
設
合
併
﹂
と
い
う
意
見
が
多
い

よ
う
で
す
の
で
、
そ
の
方
向
で
ま
と
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
場
よ
り
﹁
異
議
な
し
﹂
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。

協
議
事
項

協
議
事
項

◎
合
併
の
方
式
︵
承
認
︶

　
合
併
の
方
式
の
選
択
に
よ
っ
て
、
そ
の

後
の
協
定
項
目
の
協
議
内
容
が
大
き
く
異

な
る
た
め
、﹁
新
設
合
併
﹂﹁
編
入
合
併
﹂
そ

れ
ぞ
れ
に
対
し
、
選
択
し
た
場
合
に
そ
の

後
の
協
議
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
細

の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
も
一
緒
に
協
議
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
今
、
新
町
の
建
設
計
画
の
話
が
出

ま
し
た
が
、
私
は
一
番
先
に
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
は
、
そ
こ
の
部
分
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
協
定

項
目
の
二
十
二
番
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
番
大
事
な
こ
と
が
最
後
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
こ
れ
は
い
か
が
な
も
の
か
と
、

疑
問
に
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
。

　
　
　
協
定
項
目
の
二
十
二
番
目
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
協
議
が
最
後
に
な
る
と

い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
務
局
と

し
て
は
、
次
回
の
協
議
会
で
建
設
計
画
に

つ
い
て
提
案
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
│

回
答
│

質
問
│

回
答
│

意
見
│

会
長
│

協定項目

１

　「市町村の合併」とは、市町村の合併の特例に関する法律（合併特例法）に、「２以上の市町村の区域

の全部若しくは一部をもって市町村を置き、又は市町村の区域の全部若しくは一部を他の市町村に編入

することで市町村の数の減少を伴うもの」と定義されています。

　合併の形態には「新設合併」と「編入合併」の２種類があり、檜山北部３町合併協議会では、「新設合

併」を選択することが承認されました。

「新設合併」と「編入合併」の違い

合併の方式
調整内容

瀬棚郡瀬棚町、同郡北檜山町及び久遠郡大成町を廃し、

その区域をもって新しい町を設置する新設合併とする。
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◎
合
併
の
期
日

　
合
併
の
期
日
の
協
議
に
関
わ
っ
て
く
る

合
併
特
例
法
の
期
限
と
、
合
併
ま
で
に
要

す
る
期
間
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
資
料
に
は
、
案
と
し
て
﹁
平
成
十

七
年
九
月
の
合
併
を
目
指
す
予
定
﹂
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
予
定
と
し
て
い
る

理
由
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
現
行
の
合
併
特
例
法
は
、
平
成
十

七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
合
併
し
た
市

町
村
に
対
し
て
適
用
と
な
り
ま
す
が
、
合

併
ま
で
に
は
合
併
協
定
書
を
作
成
し
、
各

町
議
会
の
議
決
を
経
た
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

法
的
手
続
き
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
残
り
十
二
ヵ
月
で
そ
れ
ら
を
行
な

う
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
任

意
協
議
会
で
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
協
定
書
を
つ
く
り
北
海
道

知
事
に
申
請
し
、
そ
の
後
合
併
に
向
け
て

の
準
備
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
準

備
に
は
六
ヵ
月
く
ら
い
か
か
り
ま
す
の
で
、

新
し
い
町
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
の
は
、
平

成
十
七
年
九
月
一
日
あ
た
り
に
な
る
と
考

え
ま
し
た
。

　
　
　
大
成
町
の
町
長
の
任
期
が
平
成
十

七
年
九
月
九
日
で
す
が
、
案
と
し
て
出
さ

れ
た
平
成
十
七
年
九
月
一
日
と
関
連
は
な

い
の
で
す
か
。

　
　
　
関
連
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
合
併
特
例
法
に
よ
る
財
政
支
援
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
、
十
七

年
の
八
月
や
九
月
に
合
併
す
る
の
と
、
十

八
年
三
月
に
合
併
す
る
の
と
で
は
、
違
い

が
あ
る
の
で
す
か
。

　
　
　
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
合
併
の
期
日
を
協
議
す
る
前
に
、

ま
ず
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
合
併
の
議
決
を
す
る
か
し
な
い
か
と
い

う
こ
と
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
の
い
つ
ま
で
に
合
併
す
る

の
か
を
協
議
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　
合
併
に
向
か
う
の
で
あ
れ
ば
、
特

例
債
を
使
わ
な
い
手
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
各
町
の
議
決
を
い
た
だ
き
、
合
併

申
請
を
出
す
こ
と
に
賛
成
で
す
。
そ
の
後

の
合
併
期
日
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
議
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
期
日
に
つ
い
て
、
継
続
審
議
に
す

質
問
│

回
答
│

質
問
│

回
答
│

意
見
│

回
答
│

質
問
│

意
見
│

意
見
│

協定項目

２ 合併の期日
調整内容

合併特例法に基づく財政支援を受けるため、平成17年３

月31日までに合併申請を行うこととする。合併の期日

は、平成17年９月１日を目指すこととして今後の合併協

議会の進捗状況を勘案し再度協議する。

【合併の期日を協議する上でのポイント】

❶合併特例法の期限

　現行の合併特例法は、平成17年３月31日までに合併した市町村に対し、同法に基づく財政支援が受

けられることになります。ただし、現在合併特例法の改正案が出されており、改正された場合、平成17

年３月31日までに市町村が議会の議決を経て、都道府県知事に申請を行ない、平成18年３月31日ま

でに合併したものについて、現行の特例法が適用されることになります。

❷上記以外のポイント

　・住民との意見交換及び合意形成に要する期間　　・住民生活への影響

　・合併に予定される事務事業・公的行事との関係　・協議会の協議の進捗状況

　・首長及び議会議員の任期　　　　　　　　　　　・合併時の事務処理及び引き継ぎの利便性

　以上のポイントを総合的に勘案し、期日を決める必要があります。

　特に窓口での住民サービスに支障を来さぬよう、電算システムの移行が無理なく行なえる日が望まし

く、ある程度の余裕を持った時期を慎重に選定しなければなりません。



檜山北部３町合併協議会だより

第２号（2004年５月）５

中
で
公
募
を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
の

中
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　
﹁
異
議
な
し
﹂
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
。

◎
新
町
の
名
称

　
名
称
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
の
意

向
、
歴
史
的
地
理
的
背
景
、
首
長
や
議
会

の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
決
定
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
先
進
事
例
の
紹
介
を
し
、
最
近

の
傾
向
と
し
て
、
地
域
の
歴
史
、
文
化
や

地
理
的
特
性
、
名
前
の
知
名
度
、
定
着
度
、

住
民
公
募
の
結
果
な
ど
か
ら
住
民
の
一
体

感
を
醸
成
し
や
す
く
、
対
外
的
に
も
覚
え

や
す
い
名
称
が
選
択
さ
れ
て
い
る
と
い
う

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
主
な
意
見
・
質
問

　
　
　
住
民
の
一
体
感
を
考
え
る
な
ら
ば
、

公
募
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
小

委
員
会
を
つ
く
り
、
公
募
の
中
か
ら
名
称

を
選
べ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
　
三
町
で
人
口
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る

中
で
公
募
を
行
な
っ
て
、
公
平
な
意
見
が

出
て
く
る
の
か
疑
問
で
す
。
小
委
員
会
を

設
置
し
て
協
議
し
、
最
終
的
に
協
議
会
で

決
定
す
る
方
式
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
任
意
協
議
会
で
の
調
整
内
容
と
し

て
、﹁
小
委
員
会
を
設
置
し
検
討
す
る
﹂
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
で
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
今
後
小
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の

意
見
│

会
長
│

意
見
│

意
見
│

会
長
│

る
こ
と
も
結
構
で
す
が
、
や
は
り
進
ん
で

い
く
べ
き
目
標
と
い
う
の
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
合
併
期
日
に
つ
い
て
は
平
成
十
七

年
九
月
を
目
標
と
し
、
延
び
る
可
能
性
も

踏
ま
え
た
中
で
、
余
裕
を
持
っ
て
協
議
を

重
ね
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
│

協定項目

３

　新設合併の場合、合併前の市町村の法人格は消滅することになり、新しい町と

しての法人格が発生することになります。そのため、新町の名称についても協議

が必要となります。

【名称の定め方】

　地方公共団体の名称は、当該地域に住む住民の日常生活に密着しており、住民

にとって非常に重要なもので、その名称の意味するところがあまりにも不穏当な

ものであるとか、読み方のわからないもの、また、近隣地方公共団体の名称と類

似しており、郵便物の配達等に混乱を生ずる恐れのあるもの等は、不適当と思わ

れます。

　市町村の名称として、大多数は、漢字を使用しています。ひらがな、カタカナ

の市町村もありますが、記号やローマ字を使用している市町村はありません。「○

☆」のような記号を用いたものは、その読み方がはっきりと特定できないので、不

適当と思われます。ローマ字の場合は、従来から使用されている漢字、ひらがな、

カタカナと違い日本の文字でないということに注意する必要があります。

新町の名称
調整内容

法定協議会内に新町名称に係る小委

員会を設置し、公募等も含め新たな

名称を幅広く検討する。

　
　
　
そ
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は
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 住民福祉向上（住民サービス及び住民福祉の向上に努める）

　各町で行なっている各種サービスについては、現行のサービスを低下させないことを原則に調整を

図るものとする。

 負担公平（負担公平の原則に立ち、行政格差を生じないように努める）

　町民税や使用料・手数料など、住民が直接負担するものについては、その税率や料金について負担

公平の原則に立ち、住民に不公平感を与えないよう十分配慮し、調整に努めるものとする。

 健全な財政運営（健全な財政運営に努める）

　安定した予算編成が行なえるよう、財源の確保に努めるとともに、経常経費、投資的経費のバラン

スのとれた財政運営を心がけ、地方分権の時代にも対応できる健全な財政運営に努めるものとする。

 行政改革推進（行政改革の観点から事務事業の見直しに努める）
※

　現在及び今後の社会情勢も踏まえ、「スクラップ・アンド・ビルド」の視点に立った行政改革を推

進しつつ、これからの進むべき自治体のあり方も視野に入れながら、調整に努めるものとする。

事
務
事
業
を
調
整
す
る
際
の
五
つ
の
方
針

●❷ 調整方針の分類 　　　　　　　　　　

（注） １ . 統合とは、構成町のある町の例を用いること。

２ . 再編とは、構成町の例を用いず、新たに事業の見直しを行なうこと。

す
べ
て
の
事
務
事
業

●❶ 基本的な考え方
　事務事業調整は、大成町、瀬棚町、北檜山町が現在行なっているすべての事務事業について、現状を踏ま

えつつ、新町において当面どのように事務事業を進めていくのかを調整するものです。

　また、新町での速やかな一体化の促進と、新たなまちづくりに結びつけるために行なうものでもあります。

　原則として、合併時に制度等を統合・再編していくものとしますが、これまでの経緯や住民への影響から、

統合・再編が難しいものや、新町において統合・再編を図った方が適当と考えられるものについては、新町

において調整するものとします。

　事務事業の調整に当たっては、次の五つの方針のもとに、統一的かつ体系的に行なうものとします。

 一体性の確保（住民福祉に支障のないよう速やかな一体性の確保に努める）

　住民票などの各種証明書の発行や各種申請の手続き、福祉・保健サービス、各種施設の利用やその

申し込みなど、住民生活にかかわる事項について、住民生活に支障のないよう調整を図るものとする。

廃　止

一元化

現行どおり

統　合

再　編

存　　続

合 併 時

合 併 後

合 併 時

合 併 後

合 併 時

合 併 後

（次の分類のいずれかによるものとする）
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●❶ 新町建設計画とは
　大成町、瀬棚町、北檜山町の住民に対して、新町

の将来に関するビジョンを示し、これによって住民

が合併の適否を判断するという、新町のマスタープ

ランとしての役割を果たすものであり、新町の将来

進むべき方向を示すものです。

　市町村の合併の特例に関する法律（「合併特例法」

という）に基づくさまざまな財政支援を合併市町村

が受けるためには、この計画が前提となります。

●❷ 新町建設計画の内容
　合併特例法により、合併しようとする市町村は、

合併協議会において市町村建設計画（「新町建設計

画」という）を作成することが決められています。

　合併特例法では、新町建設計画に盛り込むべき事

項として、①新町の建設計画の基本方針　②新町の

建設の根幹となるべき事業に関する事項　③公共的

施設の統合整備に関する事項　④新町の財政計画の

四つの事項が例示されています。

●❸ 計画の作成手順  　　　　　　　　　　　（以下の手順で新町建設計画を作成します）

合
併
協
議
会
で
決
定

検
討
手
法
の
確
定

　
︵
新
町
建
設
計
画
策
定

　
小
委
員
会
設
置
な
ど
︶

住民アンケート
調査報告書

住民説明会

合併特例法では、建設計画を作成する際に以下の理由で都道府県知事との事前協議を義務づけています

・市町村建設計画に都道府県事業を位置づけることができるとされているため、計画作成に当たって知事と事前に調

整を図る必要があるため。

・住民や議会に対し、合併に関する判断材料を提供するという性格を持つことから、その内容をより適切かつ実効性

のあるものとするためには、第三者的な立場にある都道府県知事は、計画作成に当たって必要な相談等に応じるな

どの措置を講じることが適当であるため。

① 財政計画

・事業量調査をもとに歳出積み上げ

・財政シミュレーション結果を用いた歳入

　　の確保

② 公共施設の適正配置・整備に関する事項

・庁舎、支所配置による財政効果の把握

・その他、格差の著しい公共サービスの適

　　正配置に関する検討

③ 各分野の主要施設等

・実施事業年度に関する検討

・基本方針・施策の実施方針の検討

④ アンケート調査

・合併した場合の優先分野の検討

・各分野における主要施策等の検討

2. 建設計画を構成する諸計画の作成

① 各町事業基礎調査の実施

② 各町の政策課題及び総合計画に基づく主要

事業の優先順位づけ

③ 合併により新たに生じる主要課題への対応

施策の検討

④ 合併により新たに可能となる事業等の検討

⑤ 合併によるプロジェクト事業の検討・提案

1. 事業量調査の実施 新
町
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
︵
素
案
︶
の
作
成

新町まちづくりプラン

「本編」「ダイジェスト版」

の作成

新
町
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成
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ご意見、ご質問をお寄せください。
合併協議会事務局では、皆様の合併に関するご意見やご質問をお待ちしております。

お 問 い 合 わ せ は

　檜山北部３町合併協議会では、ひ

と月に２回のペースで協議会を開催

しています。

　協議会は公開していますので、傍

聴することができます。詳しくは、

合併協議会事務局までお問い合わせ

ください。

　皆様の傍聴をお待ちしています。
※日時は都合により変更となる場合がありますので、ご確認ください。

檜山北部３町合併協議会事務局
http://www.kaigiroku.net/hiyamahokubu3gappei/index.html

〒 049-4592　北海道瀬棚郡北檜山町字徳島 63 番地の１（北檜山町役場内）

TEL 01378-4-5111　FAX 01378-4-4657　E-mail gappei4@kitahiyama.hiyama.or.jp

第４回合併協議会（予定）

　日時：平成 16 年５月 28 日（金）午後１時 30 分〜

　場所：北檜山町　健康センター

第５回合併協議会（予定）

　日時：平成 16 年６月 11 日（金）午後１時 30 分〜

　場所：瀬棚町　町民センター

　檜山北部３町合併協議

会では、ホームページを

開設いたしました。

　今後、ホームページで

も合併協議会の開催日程

や合併に関する情報を提

供いたします。また、合

併協議会の資料や会議録

等もご覧になれます。

　合併に関するＱ＆Ａの

コーナーや皆さんからの

ご意見コーナーもござい

ますので、ぜひご利用く

ださい。


